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１．はじめに 
 

米国において均等論に基づく判決の件数は年々少なくなっており、その割合は、2000年度以

降、減少の一途を辿りつつあります。具体的には、2000 年度には全判決の約 40％が均等論に

基づく判決でしたが、その後、減少していき、2016 年度には全判決の 10％に満たない状況に

あります。 
 

例えば、2017 年度における均等論に基づく代表的な判決として、以下の CAFC 判例を挙げ

ることができます。 

① Mylan Institutional v. Aurobindo Pharma, No. 2017-1645 (Fed. Cir. May 19, 2017) 

② Enzo Biochem v. Applera Corp., No. 2016-1881 (Fed. Cir. August 2, 2017; non-precedential) 
 

連邦最高裁判所は、判例において、次の(a)と(b)の二つのテストにより、均等論に基づく侵

害の成否を判断しています。 
 

(a) "Function-Way-Result"（FWR）test －－ 被疑侵害品が、実質的に同じ機能を果た

し、実質的に同じ方法で、実質的に同じ結果を得るものであるか否か。 
 

(b) "Insubstantial Differences" test －－被疑侵害品／プロセスが、特許されたものとは

実質的に異なるか否か。 
 

どのような場合に均等論が適用されるのかに関し、改めて確認された最近の CAFC 判例に

ついて、以下に詳細に説明します。 
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